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 この症例は退院直後に誤嚥性肺炎を起こして再入院を繰り返していましたが、退院前

に来て頂き、食事の状況や口腔ケア、肺炎が疑われる際の対応について直接説明をしたところ、再入院を

することなく過ごせるようになりました。顔の見えるカンファレンスの重要性がよく分かる症例でした。
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